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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 66,824 △7.7 1,526 △6.7 1,575 △2.5 1,291 △2.9

22年3月期第2四半期 72,432 △13.0 1,636 △58.2 1,616 △54.3 1,254 △10.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 40.50 ―

22年3月期第2四半期 39.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 165,030 83,390 44.0 2,278.93
22年3月期 168,850 83,297 42.8 2,267.85

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  72,664百万円 22年3月期  72,311百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00
23年3月期 ― 10.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 137,000 △3.3 4,300 30.6 4,500 25.2 2,700 △27.2 84.68



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
なお、業績予想の前提となる条件等については、添付資料４ページ 「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 (３)連結業績予想に関する定性的
情報」をご参考下さい。 

4.  その他 （詳細は【添付資料】Ｐ．４「その他の情報」をご覧下さい。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 35,746,329株 22年3月期  35,746,329株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  3,861,017株 22年3月期  3,860,908株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 31,885,372株 22年3月期2Q 31,885,985株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(１) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や所得環境に緩やかながら改善の兆候が見

られ、輸出の持ち直しによる企業収益の回復もあるものの、急速な円高の進行や海外景気の減速といった

不安要素もあり、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当業界におきましても、これまでの投資抑制の反動もあり、一部で受注環境に回復の兆しが見えるもの

の、お客様の投資に対する慎重な姿勢・低コスト志向は続いており、同業他社との価額競争の激化など引

き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような情勢下、当社グループは「骨太の戦略～五つの柱～」（受託ビジネス基盤の強化・プライム

化の推進・プロダクト化の推進・グローバル化の推進・グループ力の強化）を掲げ、経営方針である「安

定収益基盤の強化と成長エンジンの確保へ」を目指し、活動してまいりました。 

事業活動につきましては、受託ビジネス基盤強化においてプロジェクト管理（見積もりの妥当性の評

価・リスクの事前把握・リスクの高い受託案件の継続的なモニタリングの実施）の徹底、また共通フレー

ムワーク適用による開発作業の標準化・合理化を図り、品質の安定化と低コストを実現させて収益の向上

に努めてまいりました。 

プライム化・プロダクト化の推進においては、AndroidOSが組込機器へ拡大普及するにあたり、スマート

フォンをはじめPND（ポータブルカーナビ）、タブレットPC、ノートPCといったAndroidOSの採用が見込ま

れる情報家電においてワンセグ機能を実現するソフトウェアパッケージ「FSDTV Mobile for Android」を

製品化し、販売を開始いたしました。また、スマートフォン市場の拡大を背景に急成長を遂げているアプ

リケーション開発分野において、当社開発のコンテンツ配信技術であり任天堂の家庭用ゲーム機「Ｗｉ

ｉ」の動画配信ソフト「みんなのシアターＷｉｉ」にも搭載されている「ULEXIT（ウレキサイト）ソリュ

ーション」を活用し、iPhone及びiPad上で動画を配信するアプリケーションの制作から情報配信までを一

貫して行うサービスの提供を開始いたしました。 

クラウドビジネスにおきましては、クラウドコンピューティングをテーマとした「FUJISOFT ソリューシ

ョンセミナー」を本年度も開催し、投資の効率化や企業競争力を強化するものとして急速に普及するクラ

ウドビジネスの積極的な展開に努めてまいりました。また、SaaSと仮想化を合わせた「FSSaaBIS」をはじ

め、平成22年10月より独自のクラウドサービスを提供するためのプライベートクラウド基盤を構築し、サ

ービスの提供を開始してまいります。 

平成22年３月にアカデミック版の販売を開始したヒューマノイド・ロボット“ＰＡＬＲＯ”（パルロ）

におきましては、2010年上海国際博覧会に出展し、今後は新機能の追加と性能向上させたシステムソフト

ウェアをリリースし、“ＰＡＬＲＯ”（パルロ）に搭載されているロボットテクノロジーを他の組込機器

へ活用させる新たな事業の展開を引き続き図ってまいります。 

グローバル化の推進に向けてはアジア市場を中心とした新興国に着目し、取引拡大を図ってまいりまし

た。 

グループ力の強化においては、昨年度同様、経営資源の効率化やクロスセルを推進していくことで既存

事業の拡充に注力するほか、今後は前述クラウドビジネスにおきましても、グループ間での推進を図って

まいりました。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、企業のＩＴ関連への需要の減少や厳しい経営環境の

結果、売上高は668億24百万円（前年同期比7.7％減）となりました。経費の削減等により、販売費及び一

般管理費は138億86百万円（前年同期比2.8％減）となりましたが、売上高の減少により、営業利益は15億

26百万円（前年同期比6.7％減）となり、経常利益は15億75百万円（前年同期比2.5％減）となりました。 

また、法人税等調整額の影響もあり、四半期純利益は12億91百万円（前年同期比2.9％増）となりました。 
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事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①ＳＩ事業 

SI事業につきましては、業務系における金融系は増加したものの流通業で減少しました。一方、組込

系においては通信制御系が減少いたしました。また、子会社における大型案件開発終了の影響によるシ

ステム保守・運用サービスの減少や、昨年の主力ソフトウェア販売代理店業務終了による影響等で売上

高は減少いたしました。 

この結果、売上高は615億34百万円となり、営業利益は12億16百万円となりました。 

 
②ファシリティ事業 

ファシリティ事業につきましては、当社及び一部の子会社が所有しているオフィスビルの賃貸収入に

より、売上高は10億81百万円となり、営業利益は３億50百万円となりました。 

   
③その他 

その他につきましては、データエントリー事業及びコンタクトセンター事業、人材派遣業等の収入に

より、売上高は42億８百万円となり、データエントリー事業及びコンタクトセンター事業の利益率低下

等により営業損失は41百万円となりました。 

 

 

(２) 連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第２四半期末における総資産は1,650億30百万円（前連結会計年度末差38億20百万円減）となりました。

その内訳は、流動資産が509億86百万円（前連結会計年度末差43億19百万円減）、固定資産が1,140億43百

万円（前連結会計年度末差４億98百万円増）であります。 

流動資産の主な変動要因は、現金及び預金が151億24百万円（前連結会計年度末差16億16百万円減）、受

取手形及び売掛金が259億90百万円（前連結会計年度末差12億24百万円減）及び仕掛品が17億99百万円（前

連結会計年度末差７億円減）となったこと等によるものであります。 

固定資産の主な変動要因は、無形固定資産のうち、ソフトウェアが74億24百万円（前連結会計年度末差

４億99百万円増）となったこと等によるものであります。 

 

（負債） 

当第２四半期末における負債総額は816億40百万円（前連結会計年度末差39億12百万円減）となりました。

その内訳は、流動負債が498億77百万円（前連結会計年度末差25億85百万円減）、固定負債が317億63百万

円（前連結会計年度末差13億27百万円減）であります。 

流動負債の主な変動要因は、買掛金が62億94百万円（前連結会計年度末差24億７百万円減）となったこと

等によるものであります。 

固定負債の主な変動要因は、長期借入金が229億75百万円（前連結会計年度末差12億27百万円減）となっ

たこと等によるものであります。 

 

（純資産） 

当第２四半期末における純資産は833億90百万円（前連結会計年度末差92百万円増）となり、自己資本比

率は前連結会計年度末の42.8％から44.0％になりました。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、150億91

百万円であり、前連結会計年度末に比べ、15億95百万円の減少となりました。 

なお、第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動による資金の増加は、48億24百万円（前年同期差５億99百万円の収入増）となりました。 

これは、税金等調整前四半期純利益16億89百万円（前年同期差８億95百万円減）、減価償却費34億72

百万円（前年同期差２億32百万円増）、たな卸資産の減少額８億49百万円（前年同期差21億84百万円の

支出減）及び仕入債務の減少額24億32百万円（前年同期差８億40百万円の支出増）等によるものであり

ます。 

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動による資金の減少は、52億76百万円（前年同期差99百万円の支出増）となりました。 

これは、有形・無形固定資産の取得による支出37億83百万円（前年同期差１億40百万円の支出増）及

び投資有価証券の取得による支出12億39百万円（前年同期差12億８百万円の支出増）等によるものであ

ります。 

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動による資金の減少は、11億93百万円（前年同期差47億１百万円支出減）となりました。 

これは、短期・長期借入れによる収入281億62百万円（前年同期差171億37百万円の収入減）及び短

期・長期借入れの返済による支出283億88百万円（前年同期差219億75百万円の支出減）等によるもので

あります。 

 

(３) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の通期業績予想につきましては、本日別途公表の「平成23年３月期第２四半期連結累

計期間の業績予想と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
 
 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

 
 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

(税金費用の計算) 

 一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
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(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ2,964千円減少し、税金等調

整前四半期純利益は13,973千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務

の変動額は11,314千円であります。 

 

②「企業結合に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月

26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発

費等に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第

16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計

基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

 

③表示方法等の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

１ 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府

令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科

目で表示しております。 
 
２ 前第２四半期連結累計期間において、｢営業外収益｣の｢その他｣に含めておりました｢システムサービス

解約収入｣は重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間における｢営業外収益｣の｢システムサービス解約収入｣は44,946千円

であります。 
 

３ 前第２四半期連結累計期間において、｢営業外費用｣の｢その他｣に含めておりました｢システムサービス

解約損失｣は重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間における｢営業外費用｣の｢システムサービス解約損失｣は15,361千円

であります。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました「自己株式の取得による支出」（当第２

四半期連結累計期間△157千円）は重要性が低くなったため、当第２四半期連結累計期間より「財務活動

によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,124,889 16,741,043

受取手形及び売掛金 25,990,150 27,215,028

有価証券 301,991 315,471

商品 219,502 295,422

仕掛品 1,799,123 2,499,806

原材料及び貯蔵品 28,828 34,294

その他 7,545,195 8,269,551

貸倒引当金 △22,747 △64,543

流動資産合計 50,986,934 55,306,076

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 56,669,319 56,993,628

減価償却累計額 △16,837,249 △16,204,238

建物及び構築物（純額） 39,832,070 40,789,390

土地 30,415,744 30,415,744

建設仮勘定 112,275 1,394,693

その他 16,320,753 13,746,414

減価償却累計額 △8,613,631 △7,970,293

その他（純額） 7,707,122 5,776,121

有形固定資産合計 78,067,213 78,375,949

無形固定資産   

のれん 4,861,969 5,026,384

ソフトウエア 7,424,221 6,924,225

その他 454,971 473,855

無形固定資産合計 12,741,162 12,424,466

投資その他の資産   

投資有価証券 15,842,648 15,861,167

その他 7,468,536 7,031,977

貸倒引当金 △76,082 △148,810

投資その他の資産合計 23,235,102 22,744,334

固定資産合計 114,043,479 113,544,751

資産合計 165,030,413 168,850,827
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,294,007 8,701,224

短期借入金 24,223,756 23,983,466

1年内返済予定の長期借入金 7,783,110 7,233,004

1年内償還予定の社債 123,200 118,400

未払費用 5,762,654 5,854,856

未払法人税等 295,088 702,516

役員賞与引当金 45,162 146,105

工事損失引当金 40,296 122,328

その他 5,309,862 5,600,728

流動負債合計 49,877,138 52,462,630

固定負債   

社債 20,000 59,000

長期借入金 22,975,121 24,202,331

退職給付引当金 4,972,228 4,840,582

役員退職慰労引当金 405,362 460,992

その他 3,390,443 3,527,634

固定負債合計 31,763,155 33,090,541

負債合計 81,640,293 85,553,171

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,200,289 26,200,289

資本剰余金 28,438,965 28,438,965

利益剰余金 35,552,869 34,598,277

自己株式 △8,101,167 △8,101,010

株主資本合計 82,090,956 81,136,521

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △296,812 262,753

繰延ヘッジ損益 △2,456 7,993

土地再評価差額金 △9,051,263 △9,051,263

為替換算調整勘定 △76,044 △44,626

評価・換算差額等合計 △9,426,577 △8,825,142

新株予約権 106,202 95,886

少数株主持分 10,619,538 10,890,390

純資産合計 83,390,120 83,297,655

負債純資産合計 165,030,413 168,850,827
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 72,432,161 66,824,584

売上原価 56,512,065 51,412,259

売上総利益 15,920,096 15,412,324

販売費及び一般管理費 14,284,090 13,886,091

営業利益 1,636,006 1,526,232

営業外収益   

受取利息 8,956 5,626

受取配当金 40,829 29,270

為替差益 107,340 －

持分法による投資利益 151,073 134,044

受取賃貸料 17,354 －

システムサービス解約収入 － 906,193

その他 238,750 316,134

営業外収益合計 564,305 1,391,268

営業外費用   

支払利息 457,361 420,615

システムサービス解約損失 － 853,879

為替差損 － 41,477

その他 126,618 25,778

営業外費用合計 583,980 1,341,751

経常利益 1,616,331 1,575,750

特別利益   

投資有価証券売却益 314,435 166,964

保険解約返戻金 － 1,251

受取補償金 800,000 －

事務所移転費用戻入益 － 9,296

負ののれん発生益 － 18,587

特別利益合計 1,114,435 196,099

特別損失   

関係会社整理損 66,931 －

事務所移転費用 － 71,563

のれん償却額 8,746 －

貸倒引当金繰入額 70,689 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,008

特別損失合計 146,367 82,572

税金等調整前四半期純利益 2,584,399 1,689,277

法人税、住民税及び事業税 1,114,986 80,588

法人税等調整額 △318,207 57,941

法人税等合計 796,779 138,530

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,550,746

少数株主利益 532,648 259,236

四半期純利益 1,254,971 1,291,509
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,584,399 1,689,277

減価償却費 3,240,476 3,472,682

のれん償却額 571,910 593,738

退職給付引当金の増減額（△は減少） 82,039 154,292

支払利息 457,361 420,615

投資有価証券売却損益（△は益） △314,435 △166,964

売上債権の増減額（△は増加） 5,283,372 1,108,825

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,334,762 849,808

仕入債務の増減額（△は減少） △1,591,449 △2,432,322

未払人件費の増減額（△は減少） △3,488,891 △370,136

未払消費税等の増減額（△は減少） △720,766 △330,520

長期前払費用の増減額（△は増加） △179,700 △160,331

工事損失引当金の増減額（△は減少） 1,581,061 △82,031

その他 △1,327,459 1,030,139

小計 4,843,156 5,777,071

補償金の受取額 800,000 －

利息及び配当金の受取額 66,226 104,601

利息の支払額 △360,317 △420,508

法人税等の支払額 △1,123,197 △636,212

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,225,868 4,824,951

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,973,706 △1,585,845

無形固定資産の取得による支出 △1,669,647 △2,197,550

有価証券の売却による収入 800,000 542

投資有価証券の取得による支出 △30,500 △1,239,420

投資有価証券の売却による収入 1,167,037 574,797

新規連結子会社の取得による支出 △3,364,468 △820,595

新規連結子会社の取得による収入 80,994 －

その他 △187,403 △8,807

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,177,694 △5,276,879
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 25,100,000 25,162,090

短期借入金の返済による支出 △48,571,123 △24,741,800

長期借入れによる収入 20,200,000 3,000,000

長期借入金の返済による支出 △1,793,397 △3,647,104

自己株式の取得による支出 △574 －

配当金の支払額 △488,300 △318,317

少数株主への配当金の支払額 △188,908 △368,614

その他 △153,276 △280,241

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,895,579 △1,193,987

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,387 △35,250

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,865,793 △1,681,165

現金及び現金同等物の期首残高 25,465,345 16,687,266

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 85,174

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,599,552 15,091,275
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 

 
ソフトウェア
開発関連事業 

(千円) 

アウトソーシン
グ事業 

(千円) 

その他事業

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高   

(1)外部顧客に対す
る売上高 

57,404,589 12,944,769 2,082,802 72,432,161 － 72,432,161

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

1,860 221,465 580,382 803,708 （803,708） －

計 57,406,449 13,166,235 2,663,185 73,235,870 （803,708） 72,432,161

営業利益 605,792 291,520 738,544 1,635,857 149 1,636,006

(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) ソフトウェア開発関連事業 

  通信制御系、機械制御系、基本ソフト系等に関する受託ソフトウェア開発、各業種で使用する業務用

アプリケーションの受託ソフトウェア開発、品質評価及び管理支援、コンサルティング、プロダクト

開発販売、パーソナルコンピュータ関連機器の設計・製造・販売等 

(2) アウトソーシング事業 

  システム保守・運用サービス、データエントリー及びヘルプデスクサービス等 

(3) その他の事業 

  不動産賃貸業・人材派遣業等 

３ 会計処理の方法の変更 

(1)第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年12月27

日 企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平

成19年12月27日 企業会計基準適用指針第18号）を適用しております。これにより、ソフトウェア開

発関連事業の売上高は1,887,408千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ519,666千円増加しております。 

(2)第１四半期連結会計期間より「その他の事業」区分に不動産賃貸業を追加しております。この結果、

従来の方法と比較してその他事業の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高控除前）は

1,494,769千円増加し、営業利益が717,755千円増加しております。 

 

 

【所在地別セグメント情報】 
 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90%を超えるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。 

 
  

【海外売上高】 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

海外売上高が連結売上高の10%未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

－ 11 －

富士ソフト株式会社(9749)  平成23年３月期　第２四半期決算短信



 

 

【セグメント情報】 

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、サービス別の事業単位から構成されており、「ＳＩ（システムインテグレーション）事業」

及び「ファシリティ事業」の２つの報告セグメントとしております。 

 

・「ＳＩ（システムインテグレーション）事業」 

 通信制御系、機械制御系、基本ソフト系等に関する受託ソフトウェア開発、各業種で使用する業務用アプリ

ケーションの受託ソフトウェア開発、品質評価及び管理支援、コンサルティング、プロダクト開発販売、パー

ソナルコンピュータ関連機器の設計・製造・販売、システム保守・運用サービス等全般を行っております。 

 

・「ファシリティ事業」 

 当社及び一部の連結子会社が所有しているオフィスビルの賃貸を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：千円） 

 報告セグメント 

 ＳＩ事業 
ファシリ
ティ事業

計 

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 

売上高   

  外部顧客への売上高 61,534,672 1,081,330 62,616,003 4,208,580 66,824,584 － 66,824,584

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

26,742 443,382 470,125 581,251 1,051,376 （1,051,376） －

計 61,561,415 1,524,713 63,086,128 4,789,832 67,875,960 （1,051,376） 66,824,584

セグメント利益又は 
損失（△） 

1,216,886 350,917 1,567,804 △41,542 1,526,262 （29） 1,526,232

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、データエントリー事業及びコ

ンタクトセンター事業、人材派遣業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△29千円には、セグメント間取引消去△29千円が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

生産、受注及び販売の状況 

(1) 生産実績    

当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。 

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％) 

ＳＩ事業 46,781,632 －

ファシリティ事業 513,920 －

その他 4,116,706 －

合計 51,412,259 －

(注)１ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 金額は、製造原価により算出しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(2) 受注状況 

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。 

セグメントの名称 
受注高 
(千円) 

前年同四半期比 

(％) 
受注残高 
(千円) 

前年同四半期比 

(％) 

ＳＩ事業 57,660,245 － 32,537,398 －

ファシリティ事業 1,153,487 － 75,681 －

その他 4,143,563 － 918,907 －

合計 62,957,296 － 33,531,987 －

(注)１ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(3) 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。 

セグメントの名称 販売高(千円) 
前年同四半期比 

(％) 

ＳＩ事業 61,534,672 －

ファシリティ事業 1,081,330 －

その他 4,208,580 －

合計 66,824,584 －

(注)１ セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 当第２四半期連結累計期間における主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、当該割合

が100分の10に満たないため、記載を省略しております。 
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